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県
民
集
会
に
七
〇
〇
人 

 

九
月
四
日
（
月
）
の
最
高
裁
の
不
当
判
決
へ

の
抗
議
の
県
民
集
会
が
、
九
月
五
日
（
火
）
に

県
庁
前
の
県
民
広
場
で
行
な
わ
れ
た
。 

最
高
裁
判
決
に
よ
っ
て
も
設
計
変
更
の
不

承
認
の
理
由
は
解
消
さ
れ
ず
、
新
基
地
建
設

反
対
の
民
意
が
揺
ら
い
だ
わ
け
で
も
な
い
。 

オ
ー
ル
沖
縄
会
議
共
同
代
表
の
稲
嶺
進
元

名
護
市
長
は
「
日
本
の
司
法
は
こ
こ
ま
で
地
に

落
ち
た
か
と
感
じ
た
人
は
多
い
だ
ろ
う
。
辺

野
古
が
白
紙
撤
回
さ
れ
る
ま
で
知
事
を
支

え
、
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
ろ
う
！
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。
弁
護
団
、
国
会
・
県
議
会
各
会
派
代

表
、
各
地
域
の
島
ぐ
る
み
代
表
等
も
怒
り
の

抗
議
を
沸
騰
さ
せ
た
。 

水
面
下
九
〇
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
海
底
に
約

七
万
本
の
杭
を
打
ち
込
む
工
事
の
技
術
的
な

審
議
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
審
議
す

る
こ
と
で
沖
縄
県
の
主
張
の
正
当
性
が
全
国
・

全
世
界
へ
発
信
さ
れ
る
事
を
恐
れ
て
の
事
で

あ
る
。
正
義
の
天
秤
を
権
力
の
番
犬
に
成
り

下
が
っ
て
い
る
こ
と
を
自
ら
証
明
し
た
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。
「
命
ど
ぅ
宝
」
は
世
界
の
正
義
で

あ
る
。 

辺
野
古
新
基
地
・軍
事
強
化
反
対 

読
谷
村
・ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ 

政
府
は
沖
縄
県
民
の
民
意
が
反
対
し
て
い
る
に

も
係
ら
ず
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
を
強
行
し
て

い
る
。
辺
野
古
の
海
は
生
物
多
様
性
の
宝
庫
と
言

わ
れ
る
。
ま
た
、
専
門
家
に
よ
り
基
地
建
設
は
技

術
的
に
も
困
難
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
に
、
司
法

が
国
の
不
当
な
振
る
舞
い
を
後
押
し
し
、
民
主
主

義
を
破
壊
し
て
い
る
。 

 

そ
し
て
今
、
軍
事
費
を
７
兆
７
千
億
円
に
倍
加

さ
せ
、
沖
縄
の
自
衛
隊
基
地
を
敵
基
地
攻
撃
基

地
と
し
て
強
化
し
て
い
る
。 

 

読
谷
で
は
、
こ
の
様
な
戦
争
国
家
へ
の
動
き
に
反

対
し
運
動
を
広
げ
る
た
め
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

３
名
で
始
め
た
。
こ
の
辺
野
古
新
基
地
反
対
の
行

動
は
、
毎
月
第
１
土
曜
日
朝
８
時
か
ら
半
時
間
。

戦
争
国
家
反
対
の
宣
伝
は
毎
週
火
曜
日
の
朝
８

時
か
ら
半
時
間
で
あ
る
。  

 

 

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
初
め
て
２
年
が
過
ぎ
た
。
中

に
は
飲
み
物
を
差
し
入
れ
す
る
人
も
い
る
。
訴
え

る
内
容
に
地
球
温
暖
化
阻
止
も
入
れ
た
ら
若
者

が
敏
感
に
反
応
し
て
い
る
。 

 

「継
続
は
力
な
り
」、
各
地
で
も
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

が
増
え
る
と
運
動
は
広
が
り
、
玉
城
県
知
事
を

後
押
し
す
る
大
き
な
力
に
な
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（読
谷
村 

伊
佐
眞
政
） 

  

『最高裁が最低・最悪の判決』 司法の番人が権力の番人 

 

那
覇
市
識
名
の
金
城
さ
ん 

一
人
で
宣
伝
を
始
め
て
６
年
… 

金
城
さ
ん
は
辺
野
古
の
埋
め
立
て
工
事

が
止
ま
ら
な
い
の
で
、
な
に
か
自
分
に
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
、
６
年
前
か
ら

一
人
で
朝
宣
伝
を
始
め
て
い
ま
す
。
３
年

前
か
ら
近
所
の
長
尾
さ
ん
が
宣
伝
に
参
加

し
、
那
覇
市
民
体
育
館
入
口
交
差
点
で
毎

週
金
曜
日
の
朝
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

６
年
間
も
続
け
て
い
る
と
、
通
学
の
子

供
た
ち
や
通
行
人
と
顔
見
知
り
に
な
り

み
な
さ
ん
挨
拶
し
て
く
れ
ま
す
。 

そ
の
支
援
者
か
ら
、
「
私
に
は
何
も
で
き

な
い
け
れ
ど
、
皆
さ
ん
の
宣
伝
を
見
て
い
る

と
元
気
を
も
ら
い
ま
す
」
と
激
励
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る
と
、
長
尾
さ
ん
は
嬉
し
そ
う

に
話
し
ま
す
。 

 

金
城
さ
ん
は
昨
年
、
地
元
中
学
生
か
ら

夏
休
み
の
宿
題
と
し
て
、
「
社
会
科
新
聞
」

を
作
る
た
め
イ
ン
タ
ビ
ユ
ー
を
受
け
た
そ

う
で
、
こ
れ
を
学
校
で
発
表
し
た
ら
よ
い

評
価
が
も
ら
え
た
と
、
嬉
し
そ
う
に
話
し

ま
す
。 

  

二
三
七
回
目
の 

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ 

「
辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
」
首
里

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
実
行
委
員
会
は
、

今
年
八
月
一
二
日
で
二
三
七
回
目
の

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
首
里
鳥
堀
交
差

点
で
行
い
ま
し
た
。 

当
日
は
県
議
を
は
じ
め
五
名
が
参

加
し
、
十
一
時
か
ら
三
十
分
間
、
手
振

り
で
運
転
手
や
歩
行
者
に
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。 

首
里
実
行
委
員
会
は
、
二
〇
一
八

年
五
月
十
四
日
に
退
職
教
員
を
中
心

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
初
め
は
、
第

二
月
曜
日
の
朝
七
時
半
～
八
時
ま

で
、
鳥
堀
交
差
点
と
汀
良
交
差
点
で

行
わ
れ
、
そ
の
後
、
第
二
、
第
四
の
月

曜
日
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。 

二
〇
二
二
年
に
は
、
二
〇
〇
回
目
の

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
な
り
ま
し
た
。
参

加
者
の
体
調
不
良
や
家
庭
の
事
情
に

よ
り
一
時
は
実
施
で
き
な
い
時
期
も

あ
り
ま
し
た
が
、
新
し
い
参
加
者
も
出

て
き
て
、
現
在
は
、
土
曜
日
十
一
時
か

ら
三
十
分
間
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
継

続
し
て
い
ま
す
。 

 

学習会のお知らせ 

最高裁判決にどう対応するのか！ 

辺野古裁判と沖縄の誇りある自治 

  講師：徳田博人さん（琉大教授） 

日時：９月 13 日（水）18 時～ 

場所：沖縄市農民研修センター 

主催：オール沖縄会議 

革
新
懇
辺
野
古
問
題
学
習
会 

辺
野
古
新
基
地
最
高
裁
の
不
当
判
決 

 

講
師
：
徳
田
博
人
さ
ん
（
琉
球
大
教
授
） 

日
時
：
９
月
２４
日
（
日
）
１８
時
～ 

場
所
：
浦
添
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 


